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高速道路 に おけ る岩塊盛土 の 設計 ・ 施 工

The　design　and 　construction 　of 　rock −fill　eml ）ankment 　for　expressways
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1．　 ま え が き

　高速道路 の 供用延 長 は 昭和 59年 3 月末 で 約 3380km に

達 し，縦貫道 に っ い て は概成 され，今後 は 山岳地域を通過

す る横断道 の 建設が主力 とな っ て い る。

　横断道は 利用対象交通量 も少 な く ， ま た ， トン ネル な ど

の 構造物区間 が増 え る こ とか ら有料道路 と して の 採算性 が

厳 し い もの と な っ て い る。そ の た め ， 今後の 道路建設 に お

い て は 路線選定 か ら管理 に 至 る まで
一

貫 して 事業の 効率化

をは か り経済性 を重視 し た土 工 技術 が今 ま で 以上 に要請さ

れ て い る。

　山岳 地 に お い て取 り扱 う盛土材料 は，堅岩，ぜ い 弱岩 か

ち粘性土 に至 る ま で 多種多様化 し て お り， こ の うち特 に ト

ン ネ ル や 大切土 か ら発 生 す る 大量 の 岩塊や転石 をい か に有

効 か っ 経済的に利用 す る か とい うこ とが重要な課題 で あ る。

従来，こ うし た岩塊 の う ち堅岩 は対象とな る 工 事 も少な い

こ と もあ り， 各現場 に お い て ケース バ イ ケース で 小 割 りす

る な ど して 処 理 され ，統
一

され た 見解 が示 され る に 至 っ て

い な か っ た。

　 し か し な が ら，今 後の 事業 展 開を 考 え た 揚合，小割 り し

て 処理 す る こ とは多 くの 労力 と工 費 を要す る た め ， 岩塊を

有効 に 活 用 した 盛土構造 の 検討 が必 要 に な っ て きた。

　 こ の よ うな実態を踏ま え， 目本道路公団で は フ ィ ル ダ ム

の 施工 実態 や高速道路 に お け る既往 工 事 の 実態調査 を行 い ，

昭和58年 4 月 に 設計要 領 と して ，岩塊，転 石 を取 り扱 う場

合 の 考 え方 につ い て基準化を は か っ た 。

　本報告 は ， 岩塊，転石 を使用 した 盛土 の 設 計 ・施工 お よ

び 管理 手 法 と代表 的 な施 工 例 に つ い て 述 べ る も の で あ る。

2　 岩塊盛 土 の設計 ・施工

　 日本 道 路公 団が築造 す る道路 盛 土 は，図一 1に示 す よ う

な構成に区分 され て お り， 現地 発生材 の 有効利用 と工 費 の

低廉化 を目的 とした上 ・下部路床，上 ・下部路体 の 規格が

採用 され て お り，そ れぞれ の 構成部分 に応 じて 使用す る 材

料も考慮して締固め規定 カミ設 けられ て い る 。 盛土各部 に使

用す る 材料 の 品質お よ び 締 固 め規定 を表一 1に 示 す
t）。盛
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図
一1 盛土 部 の標準構成

土 の 上 部 に な る ほ ど交通荷重 の 影響 も大 き くな る の で ，使

用材料も良質 に し ， 締固 め 規定も厳 し くな っ て い る 。

　岩塊材料 を用 い た盛土 は ， 掘削後の 材質に よ り，   岩塊

（堅岩）盛 土，  転石 盛土 ，   中堅岩盛土，  ぜ い 弱岩盛

土 に 分類す る こ とが で きる。そ れぞれ の 岩 塊材料を用 い た

盛土 の 設計 ・施工 上 の 着眼点は表
一 2 に示す とお りで あ る 。

こ の うち，こ こ で は岩塊 （堅岩）盛土 と転石盛土 に っ い て

述べ る も の とす る e

　2．1 岩塊 （堅 岩）盛土

　岩塊材料 とは ， トン ネ ル 掘削や 道路掘削 （硬 い 岩石 か ら

な る地盤 を切土す る 場合） な どか ら発 生 t る 岩塊ず り材料

を い う。 し た が っ て ，掘削時 に 硬 い 岩塊状 で 産出 し な が ら，

ス レ ーキ ン グ現象を生 じ て ，細粒 ， 粘土化す る よ うな ぜ い

弱 岩は こ こ で は含め な い もの とす る。

　 （1） 最 大 粒径 と施工 層 厚

　岩塊材料は ， 締固 め効果や施 工 性 か ら従来 30cm 以下 に

小 割り し，
30cm 以 下 の 仕上 り層厚 とな る よ う盛土す る こ

とが一
般 的 で あ っ た 。 しか し， 小 割 りに は 多大 な工 費が 必

要 に な る こ とか ら ， 公団 に お け る こ れ ま で の 施 工実績お よ

び フ ィ ル ダム に お け る施 工 実績よ り， 盛 土 の 路体部 に 限 り，

施 工 層厚 に見合 っ た 大型振動 ロ
ー

ラ
ー

（表
一3参照）を用

い た施工 を行 うこ と を前提 に，こ れまで の 最大粒径，仕上

り層厚を緩和 して も，次 に示す よ うな理 由で，道路機能 を

損 うよ うな支障は生 じな い もの と判断し ，

一
層 の 仕上 り厚

さは lm と した 。

　表一 4 は，堅岩 で 築造 され た 代表的 な フ ィ ル ダム に お け

る ロ ッ ク材の 盛立 て 方法や最大粒径な ど の 施 工実績で あ る 。

図
一 2 に そ の ダム の 完成後 の 圧 縮沈下 傾向 を 示 す 。

No・5

の 大津岐ダ ム は最大粒径約 1m の ロ ッ ク材 を， 1．5m 厚 で
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表一1 盛土各部に 使用する材料の 品質お よび 締固め （設計要 領）
皿…一
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キ ン 1

．グ率
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締

固

緲
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め
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注1）

注2）

施工 層厚

ー．

ρd≧90％ρdmax

Va ＝1卍10劣
5r 鶚＝S5卩98タ6
自然含水 比

Ii3D
・ m 以下

モ デル 施工 に よ ）t

決定

自然含水比

上 　 　部　　路　 　体
1−一一

土 卿 1 岩 i・e… L
下 部 路 床

2、5以上

　 　 　 　 　 　 　 　 F
モ デル 施工 に よ り

決定1

Pd ≧90Aeoρamas

Va ＝1御10傷
Sr ＝＝85tV98％
自然含水 比

30   以 下

モ デル 施工 に よ P
決定

自然含水比

モ デル 施 工 に よ D

決定

E　 　　 150mm

　　　 5以上

　 　（10以上 ）注の

上 部 路 床注 3）

　 100皿 m

　lO以上

（20以上）
tt4）

備 考

KODAN 　A 　1211

（KODAN 　105）

5）％以下（な し）　 KODAN 　110（案）

、1庭蹴器 輪…蕩謐海
（Wa ＝1−・10％）注4）　（Va ・t　1− 10Aee）注 4）

締 固め度お よび修　 縮固め度お よび修

正 CBR 　5 以上 を 　 正 CBR 　10以 上 を

得 る こ との で き る　 得 る こ との で きる

含水 比 　　　　　 含水比

20   以 下　 　　 　20cm 以下

KODAN 　A 　12工O

KODAN 　A 　1214

（KODAN 　A 　104）

一
層当 た りの 仕上

り厚

　　　土砂 とは 岩塊に 該当しない
亠

般的 な聳土材料 （中堅 岩，ぜ い 弱岩を含む ）をい う。
　　　岩塊 とは 硬い 岩石 か らな る地盤を切土 また は ，1 ン ネ ル 掘削 した 場台 に 発生す る岩材料 をい う。
注 3） 上 部路床材で 〔塑 性指数 （PI）≧10 で ，か つ 7知m ふ る V・通過 分≧25％〕 の 揚 合は原則 として 使用 しな い もの とす る 。
注4）　（　）の 値 は安 定処 理 の 揚合。
注5） 泥岩，頁岩，疑灰岩等 の 岩材料 を用 い た盛土 の 中に は，施 工 後大 きな圧縮沈 下を引き起 こ す もの が ある の で十 分な 対応策 を講 じ なけれ ばな らない 。

表一2 岩塊材料 に よる盛土 の 設計 ・施工 上 の 着眼点

分　類 地 質 i 設 計 課 題

堅　 　岩

L

火成岩類

（強 じん で耐 久性 に 富

む岩）

花崗岩，石英班岩 ， 流

紋岩，せ ん緑岩，玄武

岩，石 灰 岩な ど

検 討 方 法 1 材 料 の 特 性 施 工 上 の 着 眼 点

中 堅 岩

小

合

法

透

定

用

黻 蹶 　 　　i
（堅岩，ぜ い 弱岩 に含

まれな い 岩）　　　　　 土砂と 同様

片岩，片麻岩，粘板岩

など

周 辺 の 施 工 実績

露頭お よび 河 川を 調査

し，堅 岩 の混入割合 な

どの 把 握

せ ん断抵 抗角が 大きい

透水 性が良い

最大粒径 が大 きい

材料が分離 しや すい

密度管理 が 困難

植生 が困難

・岩 の ス レ
ーキ ン グ試 1・ぜ い 弱 岩材料の 圧 縮 1

験

・岩 の 破砕試験

1

よに5「
図は価評性

る

一
層 当た りの まき出 し厚 さは最大粒径 の 1N1 ．5

倍 を目安

材料分離を起 こ さない よ うな敷 な らし方法 の 検

討

大 きな岩塊は 盛土下部や の り面側 に集 め て施 工

施工 厚に 見合った 締固 め機械 の 選定

高盛土の 場合，岩塊材料 を盛土下部に使用

の り面保護工 の 選 定

岩塊上に 細粒材 を用 い た路床 を施工す る揚合に

は 粒度調整 中問層 を設 ける

岩塊材料は 標識や遮音壁 な ど の基礎 の施工 の影

響の ない 範囲 に使用す る

締固 め管理 は タ ス クメ ータ ーなどに よ り行 う

ぜ い 弱岩

1

第三 紀の 堆積岩

泥岩 ，買 岩，凝灰 岩，
砂岩 など

交通量 が多 く，補修時

の 規制 が し ず らい 笛 所

で かつ 10阿15m 以上 の

高盛土

地 下水，ゆ う水 な どの

浸透が 多い 1C創15m 以

上 の 高盛土

i構造物の 裏 込 め 部

盛土上 に擁 壁、ボ ッ ク

ス カル バ ー
トなどの 計

画箇所

周 辺 の 施工 実績

露頭 の風fヒ状況

岩 の ス レ
ー

キン グ試験

岩の 破砕試験

岩 の 乾湿繰返 し圧縮試

験

泥岩，頁岩，凝灰岩 の

中に は乾 燥 。湿 潤作用

の繰返 しに よ り容易に

ス レ
ー

キ ン グナる もの

が多い

盛土 完了後の 圧 縮沈下

ぜ い 弱岩 材料の 圧 縮性

評価は図
一5に よる

pH の 低 い もの は 植生

が 困難

締固めは振動 ロ
ー

ラ
ー

を主体とする

1

大型振Utu−一ラー（タ ン ピ ン グロ ーラ ー）な ど

に よ る十 分な破砕転圧 を行 う

締固 め管理 は 空気間隙率で 15％以 下とす る

十分 な地下水排除対策

高盛土箇所は沈下に よる支障が生 じに くい 構造

または補修 の しや すい 構造 とする

敷な ら した に もか か わ らず ， 大型振動 ロ
ーラーを用 い た 散

水 ， 転圧施工 に よ り， 完成後 3年間 の 圧縮沈下率は 0．1％

以下 で ある 。 こ れ は 盛土高 50m で 沈下量 5cm 以下 と極め

．
て 小 さく， 年 々 急速 に減少す る傾向 に あり， 維持管理 上 も

支障 となっ て い ない 関東 ロ
ーム の 盛土 と比 べ て もか な り小

さ．な値 で ある e

10

　 フ ィ ル ダム に お け る岩塊材料 の ま き出し厚 さは ， 産出さ

れ る岩塊の 粒径に よ っ て も異な る が，

一
般に 0．5〜2m 程度

で あ る 。 こ れ は ， 最近多 く使用され て い る 大型振動 ロ
ーラ

ーの 締固 め特性 か ら決め られ た ま き出 し厚 さで あ る 。 農林

省土地改良事業計画設計基準で は ， 最大粒径 の 1 〜2倍 が・

標準で あ る とされ て い る
2＞

。

ニヒと基礎 ， 32− 7 （318）
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表一3　岩塊材料 に用 い る締固 め 機械 （設 計要領）
’

o

一
層 当た Dの 仕上

り厚 さ
締固 め機種 （起振力 標示 ）

30c 瀚 以下 振動 ロ ーラ
ー5t 以 上 （ただ

し．振動ローラ ーが適さない

材料 につ い て は 曾ク イ ヤ ロ
ー

ラ
ー15t以上 ）
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一
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．
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』
を
一
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表一4　 ダム の 盛土方法 と最大粒径
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ﾃ 灰岩

玄武 岩 リフ ト 高＝・ 4

C 投

， 射水 まき出 し
lm ，

ブル

ーザー転圧 リフ ト
＝1
， 投石 ， 射水ま き出し

＝0 ．45m ，

tT ． R 、転圧 まき出し

＝ 1．5m，11 　tV ．R
（起

力36 　 t ）散水 転 圧
潟 tト 高

20N56m ，投石 ， 散

　 　 　　13約2m

　　　　

8m 約0．6m104 血 1　　　匕　　　　5　　　1U　　20　　
　 　 　 玉 CO 　 200 　　5

　　 　　　経過月数（か月
） 一高リフト投石

射水　
一ρ一ローム

東名，愛鷹）

鼈齧̀裕層 機 械転圧 3・K

ny4 ． 　

wis　Smith5 ． 大　
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砂 岩

花崗岩
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約lm

g 約2 ・ 94m52m1GOm 　
日

本にお

る フ ィルダムの施工 実績では3 ） ，図 一3 に示 すよう

最大粒径の1 〜2 倍 のま き出し 厚さ で 施工 された 例が

も 多 い。 こ れ ら の 事 例 より， まき出し厚さ は 道路盛 土 と

ての 施

性などを考慮し

最大粒径 の 1 〜 1 ． 5 倍 と し た 。 　   　盛 土 構造

　 岩 塊 盛 土 の上層 に 粒 度 の極端に異 なる細粒土 （ 特 に 粘性

のな い もの ） を施 工 した場 合 ， 施工後 ， 降雨などにより 細

粒 土 が 下 層 の岩

の空隙部に 落 ち込 み ， 不同沈下を 生 ずる お それ が ある

　岩塊盛土の上 層 に まさ土，山 砂などの細 粒土を用い

路 床を築造 する揚 合 に は， 図 一 4 に 示 す 粒 度 調整 中間

を 設 け る 。 粒 度 調
整

中 間 層の必要性 の 判定およびその

度 は ， フ ィ ルダ ム の フィルター 層 の規定を参考 にした

ま た，盛 土 の 安定が懸 念 されるような 高盛土 に は ， 岩

材 料 を 盛 土 の下部に積極

に使用す るよう土 配 計 画で配慮 す

こ と が 必要 で あ る（図 一 4参 照 ）。 　 （ 3 ）

塊 盛土 のの り
面 仕 上 げ 　 のり面仕 上げは ，岩塊が

り 面 か ら転 落 し な い よう に ド ラ グショ ベ ルな どを

い て ， 岩 塊を安定した位置 に 移動 さ せ る と ともに，

分 な た たき仕上げを行 う必 要 があ る （図一 6参 照

。 また ，植生 によ る のり 面 保 護 工 は ，困 難 な 場

が多 く ，土羽土を 設けて 植生 を行 っ たり， 岩 座 張

工 を施 工してい る こと が 多い。しか し ，の り 面 保

工 を 実施 しな くて も 浸

を 受ける こ と な く，恒久的

のり面の安 定を維 持で き る も の は，実 施しない

のとする。 　（ 4 ）モデル 施 工と品質管

　

塊

盛土

粒
径が

大

いた めに ， 通常の品

管

@ ィルダムの 完 成後

沈 傾向 　20 　

（

J

4

<TAB><TAB><TAB>
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<TAB><TAB>翅<TAB><TAB>最大 粒径 6
m 以 上 <TAB><TAB>5<TAB><TAB>
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1．5<TAB>2，0 　　以　　 　 l 　 l 　以 　 　 下 1

31 ． 6 下 　 　 　 ま き出し 厚さ1 最 大 粒径 図一 3

最大粒 径と ま き 出 し厚の 関 係 （ 締固め 度 管 理 や強度 管

）はできない。したがっ て ，最 質管理 は モデル 施 工 に

り
決

定し た 施 工 法 （締固 め 機槭 ， 締 固 め 回 数 ， 敷なら

厚 さ な ど）で 規 定する，い わゆ る工 法 規 定管理 方 式 を

用する も の と す る 。 し かし ，

の工法 は ， 1 っ の決 ま っ た 材料 に 対 する も のである ため

実施工 にお いて材料 の 品質が変 化 した場合 には ， そ の

度この工 法規定 を定め る 必要がある。 　 岩塊 盛 土 の
施

法を決めるモデル施工は次の要領 で行う。 　  　

工層厚は，通常よく発生す る最大粒径（ときど き 　 　発生する大塊は 除

）の1 〜1 ．5 倍程度を目途 として． 粒

調 整 中閔層の必要となる粒度：RIYB δs＞5
度 調 整中 問層 材料の粒度；Fls！Bl5 ＞

ﾅ か つFiS！Bs5 ＞5 ここに，R

塊

の

％通過粒径 　　 　 Fl

F
度

整中

層材料
のi5 ％ 通 過 粒 径 　 　 　 Bls ： 細 粒材 料． の 15 ％ 通
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図一5　ぜ い 弱岩 材料 の 圧 縮性分類図

図一6　岩獎の り面 の 施 工 例
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図一7　転圧回 数 と締固 め度 曲線

　　層厚 を 2 〜3 種類変 え た もの で 実施 し，施 工 性 （材料

　　分離 な ど） お よび締固 め の 程度などに よ り決定する 。

　  転圧機種 は，表
一 3に示す 2 種類程度を比較し決定

　　す る こ と が望 ま し い 。

　  　転圧 回数は施工層厚に適 した締固 め機械で 施工 した

　　場合 の 沈下 量 （転圧減）や密度 （試験孔が大き くな る

　　た め シ
ート法 （水置換）（口 絵写真

一7）が簡便 で ある ）

　　と転圧回数 の 関係図 （図
一 7参照） より，そ の 変曲点

　　を十分越 えた 回 数 で 決定す る。

　 日常 に お け る 品質管理 は ， 前記 の モ デル 施 工 で 決定 した

施工法を規定し ， 施工 層厚や転圧回数を管理す る。転圧回

数 の 管 理 は締固 め 機械 に 取 り付 け た 後述す る タ ス ク メ
ー

タ

ー
や タコ メ

ー
タ
ー

を用 い て ， 1 日当たりの 施 工 量 か ら割 り

出 され た稼働時間や走行距離に よ り行 う。

　 2．2　転石盛土

　扇状地 ， 崖錐 ， 段丘地帯な どを掘削す る揚合 ， 粒径 の 大

き な転石 が 発生 す る こ とが 多 い 。こ の 転石 が 多量 に 発生す

る 場合 に は ，小割 りに 多額 の 工 費を要するた め ， 小割 りを

行 うか否か が問題 とな る 。

一般的に は ， 前記 の 岩塊 と同様

な取扱 い をすれば よ い が ， 転石 の 量が少 な くか つ ，転 石 以

外 の 材料 が 粘性土 で 大型振動締固 め機械 の 転圧効果 が認 め

12

られな い 場合に は ， 小割 bな ど の 処 理 が必 要 と な る 。

3．　 岩塊 ・転石盛土 の施 工 例

　3．1　岩塊 （堅岩）盛土

　岩塊は一
般 に トン ネル 掘 削や道路掘 削 に伴 い 発生す る。

発生す る 岩塊 の 状態 は，掘 削方法 （岩種，発破時 の 装嗔火

薬量）に よ り変化する 。

　以下 に 紹介す る 施 工 例 は，常磐自動車道 ， 日立 地区 の も

の で ある 。当地区 の 工事延長は約 22km で あり，道路延 長

に 占め る トン ネル 延 長 は 48％で あ る 。 こ れ らの 掘削よ り発

生す る 土量 は，約 425 万 m3 で あ り，こ の うち約 386 万 mS

を盛土材料と して 利用 す る計画 で あ る 。 計画 に あた っ て は ，

工 事 の 初期 に岩塊 （主 と し て粘板岩，石灰岩） の 土配計画

を策定 し ， 下層路盤 ま で 使用す る こ と と し た。

　当地 区よ り発生す る 岩塊 の 最大粒径 は，50cm 程度の も

の が大半を 占め，中に は 1m 程度 の もの も産出 した。こ れ

らの 岩塊は ，下層路盤 ま で使用する こ とか ら ， 使用 目的 に

応 じ た粒度調整を行 っ た 。 上部路床材 ， 下層路盤材 の 生産

は，原石を ク ラ ッ シ ン グプ ラ ン トに運搬 し，そ れ ぞ れ の 粒

度 が，100〜Omm
，

40−−O　mm の 範囲 に入 る よ うに ク ラ ッ

シ ン グを行っ た 。 下部路床材 の 生産 は，口絵 写 真一 6 に 示

す ス ク リ
ー

ン 間隔 150mm の バ ース ク リーン に よ り原石 を

ふ る い 分け，下部路床材 と して 必 要 な 土量 を取 り出 し た 。

路体材 は，掘削され た原 石 をそ の ま ま使用 し た。こ こ で は ，

路体 の モ デル 施 工 例 お よび 日常 に お け る 管理 に つ い て 述べ

る
4＞。

　（1） モ デル 施工

　モ デル 施 工 は ， 岩塊 の 最大粒径 が 50c 皿 程度で あ る こ と

か ら 55cm の ま き出し厚 さ と し ， 転圧機種 は，表一 3 に示

す振動 ロ
ー

ラー （本モ デ ル 施 工 で は 起振力18．2tf） を用 い

た。転圧 試験 は図一 8 に示す よ うな ブ ロ ッ ク 割 りを行い
，

転圧回数ご と に ヤードを設定 し た。

　表面沈下量 と転圧 回 数 の 関係 を 示 し た もの が図
一 9 で あ

lt− 一一一一一一10C1300＝30，00−一一一一一 一
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図
一8　モ デル 施ー の概 要

土 と基礎，32− T （318）
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図一旬　締 固 め度 と転 圧回数 の 関係

る 。 転圧回数 6 回程度 で 表面沈下量 は ほ ぼ一定の 値を示 し

て い る。図
一10は，締固め度と転圧 回数の 関係を示 した も

の で あ る。締固 め 度 は，転圧回数 4 回で 公 団 の 仕様 で あ る

Pd≧90％aPdmax を満足 して い る。

　 こ れ らの 結 果 よ り， 6 回 の 転圧 を 行 え ば，沈 下 量 は
一

定

の 値と な り仕様密度も満足 す る結果を得 た。実施 工 で は ，

取扱 う材料が岩塊で あ り， 材料そ の もの の 粒度分布が変化

す る こ とを 考慮 し，8 回 の 転圧 回数 で実施す る こ と と した。

　   　品質管理

　 目常 の 品質管理 は，タ ス ク メ
ーターに よ る 方法を採用 し

た。こ の 方法 は ，1 口 の 盛土量 （施 工 土量） とモ デ ル 施エ

に お い て 決定 された転圧回数 （8 回 ） よ り必要転圧 時間を

算出 し，実際 に転圧を行 っ た 時間をタ ス ク メ
ー

タ
ー

か ら読

み 取 り，こ の 時間 が必 要転圧 時間 を下 回 らな い よ うに 管理

するもの で ある 。 タ ス ク メ
ー

タ
ー

によ る管理例を図
一11に

示 す。

　 3．2　転石盛土

　転石 を取 り扱 う工 事 で は，転石 の 混入量や大きさを把握

す る こ と が難 し く，試行錯誤的 に 複数 の 工 法を検討 し施 工

され て い る の が 現状で あ る。以下 に 紹介す る施工 例は中央

自動車道，

一
宮工 事 の もの で あ る。

July，1984

No ．1461
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図一12　転石 盛土の施工 順序

噺

　こ の 工 事 は ， 扇状地 や崖錐地帯を通 過す る こ とか ら， 転

石 が大 量 に発 生 した 。 直径 50cm 以上 の 転石混入割合 は全

土量 の 約10％で あ り， 中で も大き い も の は 5m 以 上 の も の

が発生 した 。 岩質は花崗岩 お よ び花崗せ ん緑岩 で あり，一

部風化 の 進 ん だ もの も あ っ た 。

　 こ れ らの 転石 は ， 主 に盛土 の 路体に使用 した が有効利用

と し て，ブ ロ ッ ク 積 の 代わ りに用い た転石積み や，イ ン タ

ーチ ＝ ン ジ の ル
ープ部分 な どに 利用 して い る 。 こ こ で は ，

盛土路体部 に 使用 し た事例 に つ い て 述 べ る 5）
。
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図
一14　現揚密度測 定位置

　（1） モ デ ル 施 工

　転石盛土を行 う場合 の 問題点 は ， 転石 問に 空隙が残る こ

とで あ る 。 本工 事で発生 した転石 は ， 等粒径 の もの が多い

た め ， 施 工 に あ た っ て は空 隙 を生 じさ せ な い よ うな方法 を

と る 必要 が あ っ た 。 モ デ ル 施 工 で は 転石 の ま き出 し 方法を

次 の 4 種類に つ い て 検討を行 っ た 。

　  　転石 と土砂混合 （混合割合 1 ： 1），施工 層厚 50cm

　  　転石 と 土砂混合 （混合割合 1 ： 1），施工 層厚 70cm

　  　転石 と土砂混合 （混合割合 1 ；3）， 施エ 層厚 50cm

　  　転石 と土砂は分離して 施工 ， 施工 層厚 70　cm （転石

　　 50cm ，土砂 20　cm ）

　 
〜  につ い て は ， ブル ード

ー
ザ
ーに よ り敷な ら し を行

っ た が，  お よび   に つ い て は，ス ム ーズ な敷な ら し作業

が 行 え な か っ た 。   は敷な ら し後転石 に よ る 突起が多 く見

られ，締 固 め作業が困難で あ っ た 。 こ れ ら の 結果 と比較 し

て   は敷 な ら し や締固 め作業が良好 で あ っ た。以上 の 結果

よ り， 実施工 は   （図一12）に示す方法で行っ た 。

　次 に ， 締固 め機種 と転圧回数 の 検討を  の 盛土構成で ，

振動 u 一ラー （BW 　210，重量 8tf，起振力 18　tf） とタ イ

ヤ ロ
ー

ラ
ー

（15　tf）を用 い て 行 っ た。そ の 結果 を図
一13に

示す
6）。

　転石 を含む土砂 の 締固 め に は 振動 ロ
ー

ラ
ー

の 方が適 し て

い る こ と が分 か る。なお，現場密度 の 測定 は図
一14に 示 す

位置 の 土 砂部 に お い て 突砂置換法 に よ り求 め る こ と と し た。

　以上 の 結果 よ り，実施工 に お い て は，  に よ る 方法 と し，

転圧機械 は 振動 ロ
ー

ラーに よ り，片道 4 回 の 転圧 回数 と決

定 した。

4　 あ と が き

　高速道路に お け る岩塊 ・転石 盛土 の 設計 ・施工 の 基本的

な 考 え 方 を述 べ た 。

　岩塊 （堅岩） の 取扱 い につ い て 設訐要領 と し て 基準化 を

は か っ て か ら 口 も浅い こ と もあ り，一
層 の 仕上 り厚 さが 50

cm を越 え る 本格的 な 施 工 は こ れ か らで あ る。

　今後と も更 に道路盛土 として の 施 工実績を積む こ と に よ

り問題点 を整 理 し，効率的 な 設計 ・施 工 法 を見 い だ して い

きた い と考えて い る。
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